
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

研究 
仮説

２ 本単元で目指す「新たな価値を創造する力」につながる資質・能力

二つの数量の関連性について考える活動を，数学的プロセスの中で批判的に考えたり，違い
を見つけたり，比較検討したりすることで，子供は二つの数量の関係性から規則性を見つける
ことができ，日常生活の問題の中にも適応しようとすることができる。

【学 び】 【役立ち】

【喜 び】

　中央教育審議会(2016)直面する予測困難な危機や自分を取り巻く事象の急激な変化を柔軟に受け止め，「学ぶ
ことと自分の人生や社会とのつながりを実感しながら，自らの能力を引き出し，学習したことを活用して，生活
や社会の中で出会う課題の解決 に主体的に生かしていく」ことが，次代を生きる子供たちに求められている。 

（１）

　中村(2017) は，特に算数科において，数学的な見方考え方を働かせ，（問題解決のそれだけを意図したもの
（２）

ではなく）数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を育て
る必要性があることを示し，同時に数学的プロセスを重視した指導
が必要であるとも述べている。 
　また，国立教育政策研究所(2022)全国学力学習状況調査の結果か
ら，とりわけ「変化と関係領域」の「日常の場面に対応させた二つ
の量の関係を表や図，式を用いて表すこと」に課題があることが明
らかになり，国際的に見ても，日本の中学生は数学の学習の楽し

（３）

さや実社会との関連に対して肯定的な回答が低いことがわかっ
た。上記のような，児童が習得すべき資質・能力に対して必要な指
（４）

導に明らかな不具合がある等の考え方を基に学習内容を考えた。 
　二つの数量の「変わり方調べ」の学習では，様々な解き方を見つ
ける方法としての規則性を見つけるためには，算数・数学の問題発
見・解決プロセス（図１）に従って，現実世界と数学的世界を往来
して丁寧に取り扱う必要があるのではないかという考えに至った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

・事象から二つの数量を取り出し，その関係を 
　見出して図や式で数理的に処理・表現 
　　　　　　　　 

・対象とした事象を対応づけたり変化させたりして処理 
・数量をどう関連させたのか，根拠を示して二つの数量 
　の関係性から規則を見出す 

・二つの数量の関係性から規則性を見出すことができたこと 
　を，他の事象に当てはめて考えることはできないか、その可 
　能性を粘り強く模索して生きていく姿

　上記の価値のために，日常的な事象に結びついた学習内容について数学的な見方・考え方を働かせながら数学的
活動を展開する学習を進める。それによって，子供たちは，日常事象と数学事象との関連について開かれた考え方を
しながら他者と考えを共有し，批判的再考を繰り返したりして見出した規則を日常生活に適応させようとする力が育
つと考える。

「変わりかた調べ」【C変化と関係・A数と計算】(４時間) 
授業者：能代　かおり

新たな価値を創造する力の育成を目指して 
　～自分の学びを役立てながら、喜びを感じる子供～ 令和4年 

11月２５日（金） 
秋季研究大会

北海道教育大学 
附属函館小学校 
第４学年１組  

１ 社会的背景（現状と課題）

３研究仮説

（図１） 

　子供たちが，「新たな価値を創造する力」につながる資質・能力を身に付けるために，本単元では「新た
な価値」を，以下のように位置付けて授業を展開することとする。 
　二つの数量の「変わり方調べ」の学習を通して，自分なりに批判的に試行錯誤したり，他者と協働したり
して，二つの数量から規則性を見出して式化すること。また，その汎用性に気づいて，日常生活の問題に適
応させようとする（適応力）こと。ひいては，学びに向かう人間性をさらに高めたりすることと考える。



 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

【二つの数量の関係を数理的に処理する】
　数量を□，△などを用いて表し，その関
係を式に表したり，□，△に数を当てはめ
て調べたりしている。
【事象から二つの数量を適切に取りだす】
　変化の様子を数や式を用いて表たり，変
化の特徴を読み取ったりしている。

※　発話記録・学習記録

【二つの数量の関係を数理的に処理する】
　数量を□，△などを用いて表し，その関
係を式に表したり，□，△に数を当てはめ
て調べたりしている。
【事象から二つの数量を適切に取りだす】
　変化の様子を数や式を用いて表たり，変
化の特徴を読み取ったりしている。

※　発話記録・学習記録

【多様な考えのふりかえり】
【事象から二つの数量を適切に取りだす】
　数量の関係を表す式について，数学的に
表現処理したことをふりかえり，多面的に
捉え検討してよりよいものを求めて粘り強
く考えたり，数学のよさに気付き学習した
ことを生活や学習に活用しようとしてい
る。

※　発話記録・学習記録

伴って変わる二つの量について調べ，子供は他者と関わりながら，批判的・開かれた考え方を共有・協
働・比較・検討することで，数学的な見方・考え方を働かせて挑戦的に問題解決しようとする。

伴って変わる二つの数量

乗法の性質と 
きまり

未知数を□を用
いた式に表す 

□や△を用いた式

比例の性質

変わり方調べ 

３年 ５年

表 

事象から二つの数量を適切に取りだす

二つの数量の関係を数理的に処理

対象とした事象に活用処理・意味づけ 

対応変化

根拠を示
して表現

多様な考えのふりかえり・検討・選択

関連
表 式

規則性
置き換え

特徴

有効性

妥当性規則性

自分の考えを再考 
最もよい考えを融合
させながら、自分な
りの考えを選択 
身近な日常生活

他者との練りあい・関係付け

共有 比較

研究の 
検証

落ちや重なり 

日常事象 
身近な課題への
気付き 

数学的価値の気付きと
見直し（処理・選択） 

学
び

役
立
ち

喜
び

観点

共有・協働・比較・検討

協働 検討 反復

※「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

多面的・多角的な視点 汎用性

他教科や他領域 

４ 本研究のデザイン

５ 本単元の目標

６ 本単元の評価規準と評価方法　A（６）、C（１）



 
本単元では，伴って変わる二つの数量を見つけ出し，その関係性やきまりを表や□や△を使って式に表すという小学校
における「関数の考え方」に着目する。その上で，日常事象から算数の問題を見出して解決するという数学的活動を通
して得られることを目指す。 
そのために，伴って変わる二つの量を取り出したとき，一つの量に注目するともう一方の数がどのように変化するの
か，どのような関係があるのか，きまりはあるのかについて，表・図・式に表して学習を進めていく。 
自分なりの考えを，友達と練りあって共感，協働，比較，検討を重ね，友達の考えのよさを知ったり，自分の考えを
再考したりして，方法を選択する学習活動を行う。また，二つの数量の関係性について根拠をもって考える方法を体得
しながら，日常事象の様々なことに規則性を見出すことができることに気づかせるために下記のように構成する 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

時 数学的プロセス ○  学習活動と価値をつくる子供の姿 ※気づき ★教師の関わり 評価

1

　 
　　　　　 ○伴って変わる量を調べ，伴って変わる数量の不思議さを味わう。 

①水を入れる量が長くなる（増える）と，伴って変わる量は？ 
②読んだページが増えると，伴って変わる量は？ 

○身の回りの「伴って変わる二つの量」を見つけ，増え方や減り方に
注目して，変化のしかたを調べる。 
・日常事象に目を向け，身近なことから見つける 
・何かきまりはあるか 
・表に表すことはできるか 
・式に表すことはできるか（□と△を使った式を立てることができる
る。） 
・わかりやすく説明できないか 
※「式に表すことで，様々な事象を捉えることができるのではない
か」

★一つの量が変わる
と，もう一方も 
①伴って増える 
②伴って減ることの
違いを確認する。 
★「伴って変わる二
つの量」「対応す
る」 
「変化の様子」など
の言葉の整理 
★既習のヒントを与
える。

◎増え方や減り方が
「一定」である二つの 
　数量を想起してい 
　る。 

◎きまりを見つけると 
　式に表すことができ 
　る可能性に気づいて 
　いる。 

◎きまりに気づいてい 
　る。 

◎差が一定であること 
　に気づいている。 
◎式に表すことができ 
　たことで，他の事象 
　に興味をもつことが 
　できる。 

◎既習事項を想起して 
　いる。 
◎正三角形と同様にき 
　まりがあれば式に表 
　すことができること 
　に気づいている。 

◎根拠をもとにして説 
　明している。 

◎学んだことを生かし 
　て，正三角形や正方 
　形以外の事象の変わ 
　り方に興味をもつこ 
　とができる。

2

○一辺が１cmの正三角形の数と周りの長さの関係について考える。 
・どこかで見たことはあるか（正三角形のきまりなど） 
・予想して見通しを立てる 
・きまりを見つける 
・一つ一つ確認する 
・表にする 
・式に表す 
・根拠をもとに説明する 
・交流して比較したり，共感したり，尋ね合うなどした結果，自分の
考えを再考したり修正したりする。 
※「式に表すことで，様々な事象を捉えることができるのではない
か」という考えを，前時の学習も踏まえ，再考した結果から得る。

★ワークシート 
　 

★既習のヒントを 
　与える。 

★たし算，ひき算、
かけ算，わり算の
いずれを使用する
のか確認する。 

★子供一人一人が考
えを表出して比較
することができる
よう，既習事項の
掲示物やICT，ミニ
カードを活用した
り，教師が理由を
問いかけたりす
る。 
★自分の考えと，友
達の考えを比較交
流して，共感した
り，違いを説明し
あったりして，よ
い考えを一緒に見
つけ出せる場の設
定。 

3 

本 
時

○正方形を階段に積み上げたときの段数とまわりの辺の数の関係につ
いて考える。 
　 
・前時で学んだ「正三角形」の発展問題。として，他の図形の場合を 
　考える。　 
・どこかで見たことはあるか（正三角形の時は？四角形のきまりな 
　ど） 
・１辺が１cmの正三角形の数と周りの長さの関係を調べた時の学習を 
　使うことができるか。 
・予想して見通しを立てる 
・一つ一つ確認する 
・表にする 
・きまりを見つける 
・式に表す 
・根拠をもとに説明する 
・交流して比較したり，共感したり，尋ね合うなど検討した結果，自
分の考えを再考したり修正したりする。 

※汎用性が高い，一般化できる可能性として，「式に表すことができ
るということが，規則性を見出すための根拠になるのではないか」
という考え。

4

○まとめの問題 
・学習したことのふりかえりと整理 
・つないでいこう算数の目に取り組む 

※「他の事象も同じように，式に表して，その関連性について説明が
できるかもしれない。」という考え。 

★求める変数が「変
わる量」ではなく
「変える量」であ
ることに着目する
よう促す。 

参考文献・出典 
（１）中央教育審議会(2016)幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）（中教審第197号）P6 
（２）中村好則(2017)「これからの時代に求められる資質・能力を育てる算数・数学教育」～数学的プロセスを重視した指導とCUN課題の活用～ 
（３）国立教育政策研究所(2022)「令和４年度全国学力・学習状況調査結果」 
（４）文部科学省(2015)「数学・理科の学習に対する生徒の意識」 
   ※加納正紘(1974)「関数的な考え方を育てる指導」（日本数学教育学会誌 56 巻 12 号 5-9 ），山崎順子他(1993)「関数的な見方・考え方の良さを感得させる指導法 
　　の研究（日本数学教育学会誌 第75巻第12号），黒崎東洋郎(2019)「算数科における真正の学びへのアプローチ」（岡山大学算数・数学教育学会誌「パピルス」第26 
　　号） 
　　文部科学省HP「数学的プロセスと育成すべき資質・能力」［算数・数学WG資料3-２］

 7 本単元の構成（全４時）
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子供は，これまでの学習を通して，日常事象を数学的に表現することで必要な数量が表や図や式で簡潔な表現方法を
考えている。本時では，既習事項を生かして，比較検討を加え，自分なりに考えたり，他者の意見を取り入れたりしな
がら，二つの事象を関連させるために，二つの数量の関係性の中から規則性を見出すことを追求する姿を目指す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

 

 
 
 

本時の目標
 三角形を使った問題を解決する学習を生かして，正方形を積み上げた時の段数とまわりの長さの関係
を表現する数学的活動を通して，二つの数量の関係性から規則を見出して式で表すことができる。
【前時まで】 
一辺が１cmの正三角形を一列に並べたときの正三角形の数とまわりの数の関係を求める問題に取り組み，表を作成してきまりを見つ
けて□と○を使った式に表す学習をしている。

○ 学習活動や子供の姿                                          ★教師の関わりと□評価

【本時】 
★課題把握，目当ての設定 
ICT活用による可視化する。 

★正三角形の問題とどう違う
のか問いかける。 
　予想し，求めるための情報
を見つけられるよう支援す
る。 

★正三角形のときと同じよう
にきまりはあるか，違いは
あるか問いかける。 

★表だけでも求めることはで
きるのか問いかける。実際
に，当てはめて考えるよう
促す。 

★「きまり」を見つけること
で，式化することはできる
のか問いかける。 

★□や○には実際に表の数字
を入れて確認するよう促
す。 

★きまりを見つけて式化でき
たことを，他に活用してみ
たいことを問いかける。 
□違う視点から式を活用し
て，できることがあるので
はないかという可能性に気
づいている。 

表をたてにみるといつも４
倍になっているけど実際に
確かめてみよう

表を横に見ると１段が２倍に
なると，まわりも２倍だね。

1段のとき，まわりは４。 
２段のとき，まわりは８。 
３段のとき，まわりは１２。 
4ずつ増えているのはきまり？ 
正三角形の時とは違うきまりかな

いつも必ずそうなること
が，「きまり」だったね

正三角形のときみたいに□とか
○を使って，式にしてみよう

１億段のときもやってみよう
よ。式があるからできるね。

人数がわかれば，だんの数も
わかるのかな。

たてに見ただけじゃなく，
横にも見てみよう。

８ 本時（３ ／４時）

日常生活

数学の事象

数学的に表現した問題

焦点化した問題 

（比較的思考と 
開かれた考え方を
発揮する）

正方形のだんの数とまわりに
座れる数の二つの量の間にき
まりはあるのかな。 

正方形ってどんな図形
だったかな。四つの辺の
長さが等しいね。

正三角形のときは，正三角形の数と周
りの長さの二つの量の変わり方にはき
まりを見つけて式にしたね。 

一つの量が増えると
もう一つも増えるね 表にして，確かめてみよう 

きまりを式にすることが
できたよ。

結果

数
学
化

数
学
化

統
合
・
発
展/

体
系
化

活
用
・
意
義
づ
け

数学的に
表現した
問題

数学の事象日常生活

表を見ると，まわりの辺の数は，段の数
を４倍した数になる。絶対いつもそうだ
から「きまり」と言っていいね。

一段目のとき，まわりの辺に
座れるのは４人 
段が２倍３倍になると，まわ
りも２倍３倍 

まわりの人数＝４×段の数 

現実の 
世界

算数・数
学の世界

私たちの身の回りにも，二つの伴って変
わる関係があるものを見つけたいな。

課題を 
把握する

グループ 
活動 

共有・検討する

個人での学び

気づき


